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将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受

け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
な
ど
）
や
65
歳
に
な
る

ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
ご

希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

め
ら
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
を
上
乗
せ
し

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４

０
０
円
の
保
険
料
に
対
し
、
２
０
０

円
の
年
金
と
な
っ
て
返
っ
て
き
ま

す
。
２
年
間
で
支
払
っ
た
保
険
料
と

同
額
と
な
る
た
め
、大
変
お
得
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除

制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。付

加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の
人

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
出
・
問
合
せ
先

渋
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

牲
22
・
１
６
０
７

役
場
健
康
福
祉
課
保
険
室

牲
54
・
３
１
１
１

国
民
年
金
付
加
保
険
料
の
ご
案
内

月
額
４
０
０
円
で
年
金
受
給
額
が
増
え
ま
す

� �

暴
力
は
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
や

性
犯
罪
、
売
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
す
。

●
女
性
の
３
人
に
１
人
は
配
偶
者
か

ら
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

●
約
10
人
に
１
人
は
何
度
も
繰
り
返

し
て
暴
力
を
受
け
て
い
る
。

●
被
害
を
受
け
た
女
性
の
約
４
割
は

ど
こ
に
も
相
談
を
し
て
い
な
い
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で

江
戸
褄
・
モ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
喪
服
な
ど
の
衣
裳
貸
出
し
の
業
務
は
、

平
成
24
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
愛
顧
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
家
庭
破
た

ん
、
生
活
困
窮
な
ど
女
性
が
抱
え
る

悩
み
や
心
配
事
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
女
性
は
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先

群
馬
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

０
２
７
・
２
６
１
・
４
４
６
６

▼
相
談
時
間
　

〔
平
　
　
日
〕
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

〔
土
日
祝
日
〕
午
後
１
時
〜
５
時

※
毎
週
水
曜
日
・
午
後
１
時
〜
２
時

30
分
は
弁
護
士
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
電
話
相

談
（
弁
護
士
相
談
は
要
予
約
）

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室
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青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために青少年健全育成を進めるために

今回は、資源ゴミ回収・
歩け歩け大会・花いっぱ
い運動・夏祭り・ふれあい
軽スポーツ大会など年間
を通して活動する陣場自
治会の「道祖神祭り」の様
子をお知らせします。

日本各地で小正月に行われる行事ですが、陣場自治会
は色々な事情から中止していました。しかし、「次の世代
に伝統を引き継いでいこう」、「子どもたちが体験活動を
する機会を作ろう」と考え、有志・育成会・青少推などが中
心になって復活させました。
以前は大人が準備し、子どもは出来上がったところで

参加していました。近年は5・6年生が準備に参加し大人と
一緒に作業しています。子どもと大人が一緒に作業する
ことは大変な面もありますが、5年生になると大人と一緒
に活動ができるという期待が生まれ、今では楽しい行事
になっています。
子どもたちの思い出になり、子どもと大人の接点がで

き、地域の伝統につながっていけばいいと思います。

【
公
述
人
に
つ
い
て
】

▼
募
集

公
聴
会
で
公
述
を
希
望
す

る
人
は
、
県
知
事
へ
「
公
述
申
出
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
お
よ
び
都
市
計
画
原
案
に
つ

い
て
の
利
害
関
係
と
意
見
の
要
旨
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
は
11
月
16
日
　
で
す
。

▼
提
出
先

群
馬
県
都
市
計
画
課

〒
３
７
１
ー
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
ー
１
ー
１

※
閲
覧
会
場
で
も
提
出
可
能
。

▼
公
述
人
の
選
定

公
述
人
を
申
し

出
た
人
の
う
ち
か
ら
県
知
事
が
選
定

し
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

吉
岡
町
役
場
産
業
建
設
課
都
市
建
設
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

県
が
都
市
計
画
道
路
吉
岡
西
部
幹

線
の
変
更
原
案
を
ま
と
め
、
そ
の
閲

覧
と
公
聴
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
閲
覧
】

▼
期
間
　
11
月
２
日
　
〜
16
日
　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

▼
場
所

県
庁
22
階
都
市
計
画
課
、

渋
川
土
木
事
務
所
、
吉
岡
町
役
場
産

業
建
設
課

【
公
聴
会
】

▼
期
日

11
月
27
日

▼
時
間

午
後
７
時

▼
会
場

吉
岡
町
役
場
大
会
議
室

▼
内
容

公
述
人
の
意
見
発
表
（
公

述
人
が
い
な
い
場
合
、
公
聴
会
は
中

止
。
そ
の
際
は
、
公
聴
会
日
の
一
週

間
前
に
閲
覧
場
所
お
よ
び
公
聴
会
開

催
予
定
場
所
に
掲
示
し
ま
す
。）

閲
覧
と
公
聴
会
の
お
知
ら
せ

都
市
計
画
道
路
吉
岡
西
部
幹
線

金�

金�

火�

金�

桑
原
純
太
様
よ
り
１
０
０
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
金
）を
い
た
だ

き
ま
し
た
。桑
原
様
に
は
昨
年
も
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

寄
附
金
は
、町
の
福
祉
・
教
育
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
充
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。


